































































































































付近の 5 つの神社が輪番で粟津御供を供している10。 
 
２ 離宮の湯漬け 










































たりければ、御行水まひりて、泣々御行ひぞ有ける。（二本 100 ｳ）  
















 信業は安元 2 年（1176）に大膳大夫となっている。業忠も文治 4 年（1188）に大膳大夫となった。
大膳大夫は大膳職の長官で、大膳職は宮中の饗宴を担当した。日常の供御を担当するのは大炊寮や内膳
司であるが、近習としてこの分野も担ったようである。 
治承 4 年 6 月、清盛は福原に遷都する。後白河も鳥羽から移された。 
一院は、四面ははた板しまはしたる所の、口一つ開たるに御坐て、守護の武士きびしくて、たや
すく人も不参けり。（二中 97 ｳ） 
「牢の御所」と呼ばれた。文覚がひそかに院宣をもらいに来ている。光能卿が仲介した。頼朝が挙兵
し、情勢の変化により 10 月には後白河は幽閉を解かれた。 
夢殿と云所にあたらしき御所を立て、日来渡らせ給けるが、三条へ渡せ給べきよし、入道相国申
ければ、法皇渡せ給。御輿にてぞ有ける。御共には左京大夫修範候われけり。楼の御所とて、いま


































寿永のあいだに養和という年号がはさまる。治承 5 年 8 月に改元があり、翌年 5 月に再び改元があり寿
永となった。 
寿永 2 年の春には北国に下向した平氏の追討軍が壊滅し、7 月に平家は都を落ちる。延慶本を除く平
家諸本は義仲の怒涛の進撃を演出するために合戦を 1 年ずらしたとみられる。 





翌養和 2 年には「五月廿四日、臨時に廿二社の奉幣使を立らる。飢饉疾疫によってなり。」（三末 8 ｳ）




























「木曽都にて悪行振る舞う事付けたり知康を木曽が許へ遣はさるる事」（四 48 ｵ～50 ｵ）には、義仲
の軍勢による狼藉糾弾と義仲の弁明・反論が並べられ、院方と義仲が衝突する法住寺合戦につながって
いく。入京前後から 11 月の法住寺合戦までを整理しておく。 
1. 義仲入京の直前には、すでに京中で略奪が横行していた。頼朝挙兵を聞いて上洛した武士たちが
食料を奪った。「畿内より上る所の武士の郎等共、兵粮米の沙汰無く、飢に臨む間、人家に走入
て、着物食物奪取ければ、一人としてをだしからず。」（三本 29 ｵ）。 
2. 義仲討伐のために派遣された平家の 10 万騎の軍勢も「片道給てければ」（三末 21 ｵ）とされてい
るように、往路の徴発の権限しか与えられなかった。屋島合戦で詞戦いを演じた伊勢三郎義盛は、
北国から逃げ帰った越中二郎兵衛盛次を「こう申すは越中国砺並山軍に山へ追い入れられて、か





























































に口惜し」（一本 80 ｳ）という用例もある。  
注目されるのは「石鍋」である。鈴木康之は、その特異性を指摘している。 
古代末期から中世前期にかけての日本列島では、かなりの量の石鍋が使われていた。西暦でいえ
































































































1 か月以上かかる参詣を、生涯に 33 度行うことはかなり難しく、裏を返せば、健康で経済力があり、し
かも長寿でなければ達成できない目標であった。院政期の上皇・法皇のうち後白河だけが 34 回を達成
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